
平成18年第3回定例会が9月4日に開会され、
五條市長職務代理者小藪助役が市政の報告を行
いました。

行
政
改
革
の
推
進

　

は
じ
め
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す
「
行
政
改
革
の
推
進
」
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
行

う
た
め
、
そ
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
た
「
新
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

す
べ
く
、
現
在
、
行
政
改
革
推
進
本

部
会
議
な
ら
び
に
市
民
会
議
等
を
開

催
す
る
な
ど
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。19

年
度
予
算

　

一
方
、19
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

「
歳
入
に
見
合
う
歳
出
構
造
」
に
転

換
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
上
げ

予
算
か
ら
、
経
常
経
費
等
す
べ
て
の

事
務
事
業
に
か
か
る
歳
出
の
大
幅
削

減
を
骨
格
と
し
た
「
枠
配
分
方
式
」

を
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
危
機
化
は
、
本
市
だ

け
で
な
く
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、

奈
良
県
に
お
い
て
も
７
月
３
日
に

「
真
の
地
方
自
治
を
確
立
す
る
奈
良

県
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
住

民
に
対
し
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
す

る
よ
う
、国
に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
、
人
材

等
の
資
源
を
活
用
し
、
経
営
的
感
覚

を
取
り
入
れ
、
徹
底
し
た
行
政
改
革

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、「
痛
み
を
と
も
な
う
改
革
」

を
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
議

会
な
ら
び
に
市
民
各
位
に
は
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

交
通
政
策

　

次
に
、「
交
通
政
策
」
の
取
り
組

み
の
う
ち
、「
バ
ス
路
線
問
題
」
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
昨
年
来
、
県
・

関
係
町
村
お
よ
び
奈
良
交
通
株
式
会

社
と
、
現
状
路
線
を
で
き
る
限
り
維

持
す
る
前
提
で
、
路
線
の
再
編
計
画

お
よ
び
財
政
支
援
を
含
め
協
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、10
月
１
日
か
ら
五
條
・

西
吉
野
線
を
含
む
10
路
線
で
ル
ー
ト

変
更
、
一
部
休
止
お
よ
び
減
便
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
応
分
の
赤

字
補
て
ん
を
し
て
、
路
線
の
維
持
・

確
保
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
県
お
よ
び
奈
良
交
通
株

式
会
社
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
必

要
な
路
線
の
維
持
・
確
保
お
よ
び
財

政
支
援
を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

五
條
・
吉
野
魅
惑
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

次
に
、「
五
條
・
吉
野
魅
惑
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

７
月
15
日
に
前
夜
祭
、
16
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
十
津
川
村

昴
の
郷
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
市

か
ら
も
天
誅
組
魁
隊
の
参
加
や
特
産

品
販
売
等
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、
７

月
30
日
に
は
柿
農
家
の
協
力
を
い
た

だ
き
、「
柿
づ
く
り
体
験
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
外
か

ら
の
参
加
者
に
、
柿
の
作
り
方
な
ど

の
学
習
会
を
行
い
、「
日
本
一
の
柿

づ
く
り
の
市
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
事
業

　

次
に
、「
ま
ち
の
活
性
化
」
の
取

り
組
み
の
う
ち
、「
道
路
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
京
奈
和
自
動
車
道
五
條
道

路
に
つ
い
て
は
、
６
月
17
日
に
暫
定

２
車
線
で
全
線
開
通
し
ま
し
た
こ
と

は
、ご
案
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

開
通
に
と
も
な
い
、
す
で
に
国
道
24

号
等
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
交
通
事

故
の
減
少
等
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
各
イ
ン
タ
ー
周
辺
道
路
お

よ
び
沿
道
に
お
け
る
広
告
景
観
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
９
月
１
日

に
「
景
観
保
全
型
広
告
整
備
地
区
」

の
県
指
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
景
観
の

形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
24
号
の
拡
幅
整
備
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
は
、現
在
、

国
と
連
携
し
て
本
陣
交
差
点
か
ら

市
役
所
下
ま
で
の
間
の
用
地
交
渉
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
全
線
の

整
備
実
現
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
幹
線
道
路
の
う
ち
、

市
道
五
條
北
部
幹
線
に
つ
い
て
は
、

京
奈
和
自
動
車
道
五
條
道
路
の
供
用

開
始
に
あ
わ
せ
て
全
線
開
通
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
道
五
條
荒
坂
線
の
拡
幅

整
備
に
つ
い
て
は
、
７
月
末
に
完
成

し
、
今
後
は
、
大
川
橋
の
右
折
レ
ー

ン
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
、
県
に
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
高
規
格
道
路
「
五
條

新
宮
道
路
（
五
條
市
域
）」
の
概
略

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
と
複

数
の
ル
ー
ト
案
を
も
と
に
、
ア
ク
セ

ス
性
お
よ
び
整
備
効
果
等
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
現
道
の
国
道

１
６
８
号
で
五
條
市
街
地
お
よ
び

本
陣
交
差
点
を
通
過
し
て
、
国
道

３
１
０
号
に
よ
っ
て
五
條
イ
ン
タ
ー

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
帯
」
が
、

交
通
機
能
面
か
ら
見
た
整
備
効
果
の

点
で
最
も
優
位
性
が
あ
り
、
こ
の

ル
ー
ト
帯
を
基
本
に
調
査
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
詳
細
道
路
計
画
の
検
討
お

よ
び
早
期
実
現
に
向
け
、
国
・
県
に

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�市政の報告




